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Abstract Sound Show Windowは来客者を店内に引き寄せるために、商業施設における一店舗内の複数の棚

の中に来客者の通過を検知するセンサと一体になったスピーカーを導入した商品棚である。店舗
設計において、ショーウィンドウの役割は非常に重要である。現在では、様々な表現手法の展開
が見られるほか、ショーウィンドウの背景の色や照明の当て方に対する研究も行われている。し
かし小売店におけるショーウィンドウは主に実物商品の展示販売を行っており、来客者を引き付
けるような役割は希薄であると考えた。iiasつくばというショッピングセンターではハートアベニ
ューというサブロードに訪れる来客者を店舗に引き付けるため、店頭にチラシやサイネージを使
用するがその効果は今ひとつであったと関係者は述べている。そのため、筆者はショッピングセ
ンターに訪れる来客者とハートアベニューにある店舗に対して調査を行い、そして音で来客者の
行動を変化させ、店内に誘う商品棚を考えた。音による購買行動の変化は広く専門家の間で認識
されている。Sound Show
Windowを実現することで、来客者を店内に誘い、店舗の売り上げを狙う。本論文では、Sound
Show Windowがショッピングセンターの通りを歩く来客者に複数の棚から音を提供することで、
店内に引き寄せることを試みた。
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論文要旨

Sound Show Windowは来客者を店内に引き寄せるために、商業施設における

一店舗内の複数の棚の中に来客者の通過を検知するセンサと一体になったスピー

カーを導入した商品棚である。店舗設計において、ショーウィンドウの役割は非

常に重要である。現在では、様々な表現手法の展開が見られるほか、ショーウィ

ンドウの背景の色や照明の当て方に対する研究も行われている。しかし小売店に

おけるショーウィンドウは主に実物商品の展示販売を行っており、来客者を引き

付けるような役割は希薄であると考えた。iiasつくばというショッピングセンター

ではハートアベニューというサブロードに訪れる来客者を店舗に引き付けるため、

店頭にチラシやサイネージを使用するがその効果は今ひとつであったと関係者は

述べている。そのため、筆者はショッピングセンターに訪れる来客者とハートアベ

ニューにある店舗に対して調査を行い、そして音で来客者の行動を変化させ、店

内に誘う商品棚を考えた。音による購買行動の変化は広く専門家の間で認識され

ている。Sound Show Windowを実現することで、来客者を店内に誘い、店舗の

売り上げを狙う。本論文では、Sound Show Windowがショッピングセンターの通

りを歩く来客者に複数の棚から音を提供することで、店内に引き寄せることを試

みた。
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Abstract of Master’s Thesis of Academic Year 2012

Sound Show Window

“Design of Goods Shelves that Attract Shoppers by Sounds”

Summary

“Sound ShowWindow” is a goods shelves into which the speaker with the sensor

that detects the shopper walking in the passage is introduced. And, this shelves

are installed in more than one shelf in a store in the shopping center in order to

attract shoppers into store. The role of the shopwindow is very important in a

store design. For example, there is a study for how to hit color and illumination of

the background of the shopwindow. However, the shopwindow at the retail store

performs the display sale of the real product mainly. I thought that the role to

attract the shopper was thin. In the case of iias Tsukuba shopping center, the iias

Tsukuba’s office was troubled in shopper not gathering in the street called Heart

Avenue. Then, they used POP and Digital display for the store, but the effect was

not good enough. Therefore I investigated the shop in a shopper and the heart

avenue which came in iias Tsukuba. And I did the design and implementation of

the Sound Show Window based on survey. The change of the shopping behavior

by the sound is recognized among experts widely. In this paper, I focused on what

is going into the store shopper walking the streets of the shopping center, and how

fun the window shopping by “Sound Show Window”
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